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（ 参考１ ） 

 

 

京都市環境審議会 

生物多様性保全検討部会 委員名簿 

 

 

 氏  名 所      属 専門分野 

 板倉
い た く ら

  豊
ゆたか

 京都精華大学大学院人文学研究科教授 環 境 教 育 

 菊池
き く ち

 玲奈
れ い な

 結・社会デザイン事務所代表 地域活性化 

 竹門
た け も ん

 康弘
や す ひ ろ

 京都大学防災研究所准教授 生態系管理 

 畠
は た

 佐代子
さ よ こ

 全国カヤネズミ・ネットワーク代表 外 来 種 

 原口
は ら ぐ ち

  真
まこと

 株式会社インターリスク総研マネジャー 環 境 経 営 

 久山
ひ さ や ま

 喜久雄
き く お

 ＮＰＯ法人フィールドソサイエティ代表 環 境 教 育 

 松尾
ま つ お

 聖子
ま さ こ

 元京都市環境審議会市民公募委員（第 9次） 市 民 活 動 

 森本
も り も と

 幸
ゆ き

裕
ひ ろ

 京都学園大学教授，京都大学名誉教授 景観生態学 

◎ 湯本
ゆ も と

 貴和
た か か ず

 京都大学霊長類研究所教授 生 態 保 全 

 （敬称略，五十音順） 

◎：部会長 

 



（ 参考２ ） 

 

 

「京・生きものミュージアム（仮称）」ポータルサイト構築について 

 

 

１ 目的 

生物多様性に関する情報の収集・発信をはじめ，保全活動を行う事業者，団体と活動

に興味がある人をつなぐ場として，開設する。 

生物多様性に関する様々な情報を公開するとともに，京都市の生物多様性の状況に関

するコンテンツを配信することで，多くの市民の方に生物多様性について理解を深めて

いただく。また，市民活動団体，大学研究者，あるいは事業者など様々な主体の情報共

有，交流の場とし，生物多様性保全活動登録制度（生物多様性保全活動に参加したい市

民と，市民と協働して活動を進めたい事業者をつなぐための制度）やイベントの受付な

どもポータルサイトから行う。 

 

２ 名称 

  「京・生きものミュージアム」（仮称） 

 

３ 方針 

  様々なステークホルダーのニーズや課題に応じたコンテンツとし，京都らしく，親し

みのあるデザインやユーザーが目的のコンテンツにたどり着きやすいレイアウトを用い

る。 

  また，メール配信登録等，個人情報の取り扱いを行うため，ＳＳＬによる通信暗号化

等，セキュリティ対策を万全に行う。 

 

ステーク

ホルダー 
市民 

活動団体 

研究機関 
事業者 教育機関 

ニーズ 

身近な自然環境

に関心を持ち，

何らかの活動を

したい 

多くの市民に活

動・研究を知って

もらいたい 

ＣＳＲ・事業継続

の観点から活動

を拡大したい 

教育プログラム

に自然環境に関

する活動を取り

入れたい 

課題 

生物多様性を学

ぶ機会や活動に

参加するきっか

けがない 

広報手段が不足

している 

連携パートナー

や正しい知識が

不足している 

どの団体と協力

すればよいか分

からない 

対応例 

生きもの発見報

告など，気軽に

参加できるコン

テンツを提供す

る 

コラム掲載によ

り，活動を周知す

る 

情報掲示板など

にイベント情報

を掲載する 

活動団体データ

ベースから適し

た団体を検索す

る 



 

４ コンテンツ 

  委託仕様書，サイトマップ，トップページデザイン案参照。 

 

５ スケジュール 

  平成２６年５月 委託契約締結 

  平成２６年６月 サイト・ページ構成確定，デザイン制作 

  平成２６年７月 プログラミング 

          委託業者による第１回中間報告（７月中旬予定） 

  平成２６年８月 データの流し込み 

  平成２６年９月 委託業者による第２回中間報告（９月上旬予定） 

          ページの校正等，最終調整 

          委託業者による更新担当職員への研修 

  平成２６年１０月下旬 ポータルサイト公開 

  ～平成２７年３月末 運用・保守（システムの改修等含む） 
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ポータルサイトのコンテンツについて 

 

１ ホームページデザイン 

  生物多様性を意識した京都らしくかつ親しみの持てるデザインとする。 

２ トップページ 

 文字の大きさ等に配慮し，見やすいデザインかつ目的のコンテンツにたどりつ

きやすい配置とする。 

３ 情報掲示板 

 京都市役所や京都市における様々な団体が実施するイベント等について，情報

を掲示する。 

４ 生物多様性に関する情報掲載（データベース） 

    生物多様性とは何か，京都市の生物多様性に関する生態系，自然環境等の特徴，

生息情報，ホットスポット（生物多様性上重要な場所）における様々なデータベ

ースを構築する。 

５ 生物多様性保全に関する活動紹介 

 市民が気軽に取り組める自然観察会や栽培等による種の保全など，身近な生物

多様性保全活動等について紹介する。 

６ 生物多様性登録制度に係る登録 

 生物多様性に関する活動を行っている市民団体，企業及び今後活動を行いたい

市民等がサイト上で登録可能なシステムを構築する。 

 登録にあたっては，個人情報等の漏洩が無いよう，万全なセキュリティ対策を

講じる。 

７ 生きもの発見報告 

 生きもの発見報告（市民等が市内で発見した生きものの写真等の情報を報告す

る。）に関し，報告された情報を自動的に地図上にプロット又はデータベースに集

積し，公開するシステムを構築する。希少生物情報については自動的に掲載しな

い等の配慮を行う。 

８ コラム 

 企業・市民活動団体によるコラムや庁内の生物多様性に関する様々なコラムを

掲載する。 

９ 意見交換に係る掲示板 

 生物多様性に関する情報交換・意見交換を目的とした掲示板を設置する。自動

的に誹謗中傷等の言動を排除するなど，人権に配慮する。 

10 生物多様性ニュースヘッドライン 

   生物多様性に関する最新ニュースを自動で収集し，掲示・更新を行うものをト

ップページに配置する。 

11 その他 

   メール配信システムの構築やＳＮＳとの連携により，生物多様性に関する様々

な情報を配信する。 

   また，必要に応じてユーザーにアンケートを行うことが可能なシステムを構築

する。 



 


